






として，多くの研究がなされている (Mains& Dietz 1930; Mains & Martini 1932; Tidd. 
1937; Poehlman 1949; Moseman 1955， 1956; Newton & Cherewick 1947; Honecker 
1938; Nover und Mansfeld 1955 ; Giessen， Hoffman & Schottenloher 1956; Sarasola， 
Favret & Vallega 1946).しかし，筆者らの研究で明らか仁されたよう仁(Hiura& Heta 1955)， 





























供言食されたウドツコ病菌の physiologicracesは筆者らによって明らかにされた races1， IVお














1ー 抵 抗 性. Necrosisができ，薄い菌糸を生ずるが，分生胞子はほとんE形成
されない.
2ー かなりの抵抗性. • Necrosisができ，かなりの菌糸と分生胞子を生ずる.
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抗反応を R (0...0-1)， M (1"""'3)および S(3-4""'" 4)の3階級に区別すると， 3つの
races仁対するR，M.Sの反応によって区別できる抵抗型は18種類どなる.そして，第1および2
表に示したように， 18の抵抗型が実際に認められた.これら18の抵抗型は. 3つの races(1， N 
および lX)以外の racesによって，それぞれきら仁小きくわけられるから， 11のracesを供試する
と，やかに多くの抵抗型仁わけられるかが，容易にわかるであろう.そして，いろいろ異なった抵抗型
が多数あることは，抵抗性品種育成の将来を明るくするものである.なお， 3つの races仁高度の
抵抗性を示した品種，すなわち，H. s. nigrum型が， 60品種あった. これらの品種はウドソコ病
に対する抵抗性の給源として重要な品種であるから，その品種名をあげると，第3表の通りである.
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第 3表 Races 1. IVおよびIXの3つの racesに高鹿の抵抗性を示した品種名.
品 種 名
Chinerme C. 1. 1079 











Ederle C. 1. 1015 
Gopal C.I. 1019 
Lyallpur BS C. 1. 3395 
Hashiarpur C. 1. 3396 
Gujrat C. 1. 3397 
Mianwali C. 1. 34∞ 
Multan C. 1. 3401 
Balouchistan C. 1. 3405 
Unnamed C. 1. 4355 
H. stont. nigrum 
H. stont. 6586 
J.20 
H. E. S. Type 1 X4 
Russian No. 68 
Black Russian C. 1. 22ω 
Weihenstephaner 1 




取寄先・ 品 種 名 取寄先
Tibet " Voldagsen Germany 
。 1 Weihen. 41/145 ~ 
Nepal 1 Unnamed C.I. 8826 ~ 
。 1 Unnamed C. 1. 8827 ~ 
~ 1 Unnamed C. 1. 8828 ~ 
ク 1 Unnamed C. 1. 8829 ~ 
~ 1 Unnamed C. 1. 8831 ~ 
~ 1 Unnamed C. 1. 8832 ~ 
。 1 Goldfoil C. 1. 928 勘 hemia
。 1 Unnamed C. L 5587 N.E. Turkey 
~ 1 Modia C. 1. 2483 N. Africa 
~ 1 Algerian C. L 1179 Algiers 
India 1 Unnamed C. 1. 4219 Abyss凶a
。 1 Unnamed C.I. 4220-ー1 ~ 
。 1 Unnamed C. 1. 5863 ~ 
~ 1 Menelik C. 1. 5862 ~ 
~ 1 Palmella Blue C. 1. 3印9 Egypt 
~ 1 Vagabond C. I. '39ぉ。
。 1 Unnamed C. 1. 3725 ~ 
~ 1 Unnamed C. 1. 4341 ~ 
~ 1 Unnamed C. 1. 4341-1 ~ 
Afghanistan 1 Atlas 46 C. 1. 7323 U. S. A. 
。 1 Long Glumes C. 1. 6168 ~ 
Near East 1 Weak Two-rowed C.I. 6179 ~ 
。 1 勘 lronC. 1. 7123 ~ 
Russia 1 H 111-86 C.I. 9185 ~ 
。 1 Unnamed C.I. 7117-77 ~ 
Germany 1 1 HS 55--5-ー26 Canada 
。 1 Engledow India Argentina 











仁はならないが， 西域仁は抵抗型の種類が多ひことがわかる. なお，第2表では，印度に H.s. 
nigrum型が多数あって，第1表の結果と異なった傾向を示してやる.これは，第2表の「栽培地














R M S 
1 1 J 
o 0 1∞ 
o 0 1∞ 
o 6 94 
R.ace 1 
R M S 
5" 1 tI 
o 9 91 
o 4 96 
3 7 90 





































































































































































べて見ると， 日本の抵抗性品種の大部分は， 明らかにヨー 口ヅパあるいは口ジアから輸入されたも
の，あるいは，それらから育成された品種であることがわかる.例えば，二角ジパリー ，北海道ジパリ





sアー リー 〉あるいは博多2号〈濠州シパリー ×ゴー ルデンメロツ)などは， その来歴から，外来
系から育成された品種であるこどがわかる.このほか，来歴が明らかでない場合でも，高橋ら(1947.








Race IV仁対しては.race 1の場合と大体同じ傾向を示してやるが， race N 1 race 1よ
り病原性が強い場合が多いから，感受性品種 (S)の割合が高い.









第 5表 Race 1に対する抵抗性品種の世界各地における頻度
(任意に収集された品種，ただし，第1表にあげた品種を除O.
race 1 に反対応 ヨーロ 総に対供す試る品種% する抵抗 日本 朝鮮 中国 ロシア トノレョ 、，y...~ 
R 5.1 o ，. 。t‘42.t 38.1 留.e•• 調.1
M 9.7 5.7 。 30.0 37.0 35.3 27.3 
S 84.7 94.3 1∞.0 27.5 24.1 11.8 44.7 









わち，条性，皮課性および底刺型と races1， IVおよび IXに対する抵抗性どの関係を調べて見

























































































































































































































































































































て選択されたものが race1であろう.それゆえ， race 1はウドッコ病菌における東亜型であり，古
くから日本にあったものと思われる.
Pape und Rademacher (1934)によれば，中部および北ヨー 口ッパのオオムギ品種は，ヨー ロ
ッパのウドンコ病菌に対して，すべて感受性であるが， 日本の紅梅および中野早生は，ある程度の抵
抗性であった.Hoffmann und Kuckuck (1938)らも， 日本の穂麦がドイツの raceに対して，
かなりの抵抗性であることを報告してやる.Honecker (1938)仁よれば，彼が供試した6∞品種の
中， ドイツの9つの racesに高度のあるやは，かなりの抵抗性を示した品種は，わずかに4.%足らず
であった.これ仁反し， Roemer， Fuchs und lsenbeck (1938)仁よれば，ヒツズー クッジz探検
隊仁よって牧集された多数の品種の中， 20.%がドイツの racesに対して高度の抵抗性であった.ま
た， Giessen，Hoffmann und Schottenloher (1956)は工チオピアのオオムギ品種中には，ドイ
ツの races仁対して高度の抵抗性を示す品種が多数あることを明らかにした.






races 1， IVおよび IXに対する抵抗性を検定した.








ヨー ロッパ，北米，南米，オー ストラリア〉の品種には， race 1に対しては抵抗性であるが， race 
IX 1，こ対しては感受性のものが多かった.
5) 2条，皮および短毛底刺を持った品種〈西域型〉は6条，課および長毛底刺を持った品
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